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	映画上映会
	福島の物産市
	７月18日
	1,500円
	nakusu.g@gmail.com




	陽なたのファーマーズ フクシマと希望』
	はどんな映画!?

	希望
	ソーラーシェアリング、ひたむきな農家の姿、何よりも      がいっぱい！
	福島の現状、原発事故のつめ跡…受け入れがたい現実は確かにそこにあるけど、食料とエネルギーを同じ土地で生産する「営農型発電」を原発への明確な“対案”に掲げ、地域を元気にしたい！という農家さんたちの奮闘を小原監督が魅力いっぱいに撮ったドキュメンタリー映画です


	原発をなくす全国連絡会
	はこんな活動をしています
	　私たちは国内の“原発ゼロ”を目指し、福島と全国と連帯し、原発事故は国と東京電力の責任であることを明確にし、再生可能エネルギーへの抜本的転換で命と暮らしが守られる社会を実現していきます。
	　2011年3月11日に起きた福島福島第一原発事故から15年を迎えるにもかかわらず、いまだ帰還困難区域の未解除地域を残し、原子力緊急事態宣言が継続されている状況で、原発再稼働を推進することは到底許されません。
	　原発事故などなかったかのように原発推進へ舵をきった政府の姿勢とエネルギー政策を問い、どんな未来を選択するのか。私たちは15年目を迎えるにあたって、「未来は変えられる―原発ゼロと住民本位の福島復興をめざす大運動～3.11から15年～」を昨年11月に提起し、今年10月末まで様々な活動を行います。
	請願署名の取り組み
	原発事故被災地ツアーの実施
	映画上映会の取り組み
	　映画「陽なたのファーマーズ フクシマと希望」上映会を5/8に『ポレポレ坐』、7/18に全労連会館２Fホールで開催します
	ふくしま大集会を開催


	原発をなくす全国連絡会
	原発をなくす全国連絡会
	はこんな活動をしています
	　私たちは国内の“原発ゼロ”を目指し、福島と全国と連帯し、原発事故は国と東京電力の責任であることを明確にし、再生可能エネルギーへの抜本的転換で命と暮らしが守られる社会を実現していきます。
	　2011年3月11日に起きた福島福島第一原発事故から15年を迎えるにもかかわらず、いまだ帰還困難区域の解除もされない地域を残し、原子力緊急事態宣言が継続されている状況で、原発再稼働を推進することは到底許されません。
	　こうした現状に目を背け、原発事故などなかったかのように原発推進へ舵をきった政府の姿勢とエネルギー政策を問い、原発事故被害の現状から、私たちはどんな未来を選択するのか、15年目を迎えるにあたって、「未来は変えられる―原発ゼロと住民本位の福島復興をめざす大運動～3.11から15年～」を昨年11月に提起し、今年10月末まで様々な活動を行います。
	請願署名の取り組み
	映画上映会の取り組み
	　映画「陽なたのファーマーズ フクシマと希望」上映会を5/8に『ポレポレ坐』、7/18に全労連会館２Fホールで開催します
	原発事故被災地ツアーの実施
	ふくしま大集会を開催




	原発をなくす全国連絡会
	　　　　〒113-8462 東京都文京区湯島2-4-4  　　　　平和と労働センター 全労連会館内 　　　　　　　　　　　　（全日本民医連内） 　　　　　　　　　　　　TEL：03-5842-6451
	↑全労連会館↑ JR中央線・総武線｢御茶ノ水駅｣から徒歩８分


	原発
	って本当に必要!?
	映画上映会
	５月８日
	ポレポレ坐

	来場
	定員75人




